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」

田

鍋

隆

男

は
じ
め
に

筑
紫
女
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
所
で
は
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
よ
り

浄
土
真
宗
文
化
財
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
現
・
北
部
九
州
真
宗
文
化
史
研
究

会
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
浄
土
真
宗
寺
院
が
所
有
し
て
い
る
絵
画
、
書
、
彫
刻
、

工
芸
、
古
文
書
、
古
書
籍
な
ど
の
文
化
財
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の

寺
院
調
査
も
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
困
難
と
な
り
、
代

わ
っ
て
学
内
に
在
る
文
化
財
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
は
筑
紫
女
学
園

の
創
始
者
水
月
哲
英
翁
の
遺
墨
や
絵
画
な
ど
の
関
係
遺
品
が
木
本
拓
哉
氏
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
た
が
、
今
回
は
同
大
学
中
央
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、
福
岡
出

身
の
近
代
彫
刻
家
山
崎
朝
雲
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
制
作
し
た
銅
像
「
明

治
天
皇
御
尊
像
」
一
躯
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
こ
の
像
は
昭
和

五
十
七
年（
一
九
八
二
）五
月
に
三
方
達
一
教
授
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
天
皇
御
尊
像

こ
の
銅
像
は
桐
製
箱
に
収
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
蓋
の
表
に
は
「
明
治
天
皇
御

尊
像
」
と
書
か
れ
、
蓋
裏
に
は
「
大
正
十
辛
酉
年
七
月
三
十
日
謹
作

山
崎
朝
雲

㊞
」（
㊞
は
朱
文
長
方
印
「
朝
云
」）
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
作
品
名
、
制

作
年
、
作
者
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
墨
書
は
私
の
眼
識
で
は
朝
雲
の

自
筆
に
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

法
量
は
像
高
四
五
・
六
㎝
、
台
座
を
含
め
た
高
さ
は
四
九
・
〇
㎝
、
さ
ら
に
立

纓
（
り
ゅ
う
え
い
）
を
含
め
た
総
高
は
五
九
・
六
㎝
あ
り
、
最
大
幅
（
小
袖
）
二

三
・
五
㎝
、
台
座
の
幅
一
六
・
三
㎝
、
奥
行
き
一
六
・
五
㎝
、
高
さ
二
・
八
㎝
で

あ
る
。
な
お
立
纓
は
長
さ
一
四
・
三
㎝
、
枘
を
含
め
た
総
長
一
五
・
〇
㎝
で
、
こ

の
立
纓
は
後
補
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
最
近
判
明
し
た
。
桐
製
箱
の
な
か
に
は
蓋

表
に
「
立
纓
」
の
墨
書
、
同
裏
に
は
朝
雲
の
花
押
と
印
（
朱
分
長
方
印
「
朝
云
」）

が
付
い
た
桐
製
小
箱
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
小
箱
の
な
か
に
枘
が
欠
損
し
た

当
初
の
纓
一
本
が
入
っ
て
い
る
（
註
1
）。

像
の
形
態
を
見
る
に
、
頭
頂
に
は
天
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
天
皇
を
象
徴
す
る
立

纓
が
つ
い
た
冠
を
被
り
、
顔
は
ま
っ
す
ぐ
正
面
を
向
い
て
い
る
。
身
に
は
裾
に
襴

（
ら
ん
）
と
い
う
威
厳
の
表
現
の
具
と
さ
れ
る
一
幅
の
横
布
が
付
い
て
い
る
の
が

特
徴
の
縫
腋
（
ほ
う
え
き
）
と
い
う
袍
衣
を
着
し
、
そ
の
下
に
は
下
襲
（
し
た
が

さ
ね
）
を
着
し
、
そ
の
背
面
に
は
身
分
が
高
い
ほ
ど
長
い
と
い
う
長
く
延
び
た
後
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ろ
見
頃
（
み
ご
ろ
）
の
裾
（
き
ょ
）
を
足
元
に
束
ね
て
い
る
。
同
じ
く
背
面
の
腰

部
に
は
石
帯
（
せ
き
た
い
）
と
い
う
腰
帯
を
締
め
、
そ
の
締
め
余
り
を
背
面
に
回

し
て
丸
く
曲
げ
て
上
方
か
ら
帯
の
内
側
に
さ
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
太
刀
は

佩
い
て
い
な
い
。
右
手
に
笏
（
し
ゃ
く
）
を
執
り
、
左
手
は
大
袖
の
内
に
入
れ
両

手
と
も
同
じ
高
さ
に
腹
部
の
横
前
方
に
添
え
、
両
足
に
は
浅
履
（
あ
さ
ぐ
つ
）
を

履
い
て
真
正
面
を
向
い
て
直
立
す
る
。

技
法
は
込
型
（
こ
め
が
た
）
鋳
造
で
制
作
さ
れ
て
い
る
。
石
膏
原
型
（
福
岡
市

美
術
館
蔵
）
に
紙
ス
サ
を
混
ぜ
た
粒
子
の
細
か
い
土
を
直
接
あ
て
、
そ
れ
が
乾
い

た
の
ち
に
細
分
化
し
て
石
膏
原
型
か
ら
取
り
外
し
、
細
分
化
し
た
各
部
を
ふ
た
た

び
寄
せ
て
鋳
抜
き
や
す
い
一
つ
の
か
た
ま
り
つ
ま
り
雌
型
（
め
が
た
）
と
す
る
。

こ
の
雌
型
の
凹
部
に
約
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
に
粘
土
を
均
等
に
貼
り
付
け
、

そ
の
上
に
雄
型
（
お
が
た
、
中
型
・
な
か
ご
）
と
な
る
細
か
い
土
を
つ
め
る
。
土

と
型
の
間
に
は
剝
が
れ
や
す
い
よ
う
に
液
が
ぬ
ら
れ
る
。
雄
型
を
取
り
出
し
て
雌

型
と
の
間
の
約
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
厚
さ
の
粘
土
を
取
り
除
き
、
要
所
数
ケ
所
に
中

の
型
を
支
え
る
金
属
製
の
笄
（
こ
う
が
い
）
を
つ
け
、
雄
型
と
雌
型
の
間
に
空
間

を
保
つ
。
そ
し
て
そ
の
空
間
に
液
状
に
溶
か
し
た
青
銅
を
流
し
込
ん
で
像
を
つ
く

る
。
た
だ
し
、
立
纓
と
冠
の
簪
、
右
手
に
も
つ
笏
は
別
鋳
に
し
て
嵌
め
込
ん
で
お

り
、
像
の
表
面
に
は
経
年
変
化
予
防
の
た
め
漆
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
よ

く
見
る
と
、
背
後
に
束
ね
ら
れ
た
裾
の
最
前
列
の
左
端
と
台
座
の
奥
ま
っ
た
と
こ

ろ
に
極
小
さ
な
隙
切
（
す
き
ぎ
れ
）
と
い
う
穴
が
あ
る
。
幅
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
近

く
の
空
間
の
最
深
部
に
ま
で
湯
ま
わ
り
が
届
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
像
の
総

重
量
は
六
〇
五
六
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
込
型
鋳
造
法
は
青
銅
な
ど
の
使
用
す
る
材
料

が
少
な
く
す
み
、
し
た
が
っ
て
軽
量
な
の
で
輸
送
し
や
す
く
、
し
か
も
冷
え
て
固

ま
り
や
す
く
鋳
肌
が
美
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
た
め
わ
が
国
で
は
明
治

中
期
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
で
、
ち
ょ
う
ど
朝
雲
が
活
躍
す
る

時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
木
彫
家
で
は
あ
る
が
そ
の
制
作
過
程
で
石
膏
原
型
を
つ

く
る
こ
と
か
ら
数
々
の
鋳
造
作
品
も
つ
く
っ
て
い
る
（
註
2
）。

肖
像
彫
刻
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
人
に
顔
が
似
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
東
京
上
野
公
園
に
あ
る
西
郷
隆
盛
銅
像
（
明
治
三
十
一
年
・
一
八
九
八
）
の

木
造
原
型
は
東
京
美
術
学
校
教
授
の
高
村
光
雲
が
制
作
し
て
い
る
が
、
西
郷
隆
盛

の
写
真
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
弟
従
道
（
つ
ぐ
み
ち
）
の
顔
を
参
考
に
し
て

制
作
し
た
と
い
わ
れ
、充
分
と
は
い
か
ず
大
同
小
異
で
銅
像
が
で
き
た
と
い
う（
註

3
）。
福
岡
市
西
公
園
に
あ
っ
た
平
野
国
臣
銅
像
（
大
正
四
年
・
一
九
一
五
、
戦

時
金
属
供
出
で
消
失
）
の
場
合
は
、
木
造
原
型
は
東
京
美
術
学
校
で
光
雲
に
学
ん

だ
、
国
臣
の
甥
で
福
岡
市
出
身
の
彫
刻
家
田
中
雪
窓
が
担
当
し
て
い
る
が
、
同
様

に
国
臣
の
写
真
が
な
い
の
で
国
臣
を
知
っ
て
い
る
人
や
当
時
生
存
し
て
い
た
兄

弟
、
さ
ら
に
旅
宿
し
た
こ
と
の
あ
る
京
都
縄
手
町
の
旅
籠
女
主
人
に
も
取
材
し
八

年
間
研
究
し
た
と
い
う
（
註
4
）。

そ
れ
で
は
当
時
神
格
化
さ
れ
て
実
見
す
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
難
し
く
、
さ
ら
に

写
真
撮
影
を
好
ま
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
明
治
天
皇
の
像
は
ど
の
よ
う
に
し
て
制

作
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。「
明
治
天
皇
御
尊
像
」の
顔
貌
を
見
て
先
ず
思
う
こ
と
は
、

き
り
り
と
し
た
眉
、
へ
の
字
に
結
ん
だ
唇
、
そ
の
上
下
に
あ
る
形
の
整
っ
た
髯
と

顎
鬚
、
そ
し
て
細
面
に
ま
っ
す
ぐ
た
て
に
通
っ
た
鼻
筋
、
眼
は
切
れ
長
で
彫
の
深

か
い
顔
面
、
そ
れ
は
ま
る
で
西
洋
人
の
そ
れ
で
あ
る
。
大
分
県
出
身
の
彫
刻
家
渡

辺
長
男
が
制
作
し
た
銅
像
「
明
治
天
皇
御
尊
像
」（
大
正
三
年
・
一
九
一
四
）
は
、

左
手
に
軍
刀
の
柄
を
持
ち
右
手
に
羽
飾
り
が
つ
い
た
軍
帽
を
持
っ
た
軍
服
正
装
の

七
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立
像
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
い
さ
さ
か
顔
貌
は
西
洋
人
的
で
あ
り
、
こ
の
銅
像
制

作
に
あ
た
っ
て
は
宮
内
省
か
ら
御
写
真
が
貸
し
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
註
5
）。つ
ま
り
龍
顔
を
実
見
し
て
像
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

渡
辺
長
男
は
イ
タ
リ
ア
人
画
家
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
が
コ
ン
テ
で
原
画

を
描
き
、
そ
れ
を
日
本
人
写
真
家
丸
木
利
陽
が
撮
影
し
た
「
御
写
真
」
を
基
に
制

作
し
た
の
で
あ
る
。

凹
版
技
術
に
す
ぐ
れ
た
版
画
家
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に

日
本
政
府
に
招
聘
さ
れ
て
大
蔵
省
紙
幣
寮
に
着
任
し
て
い
る
。
明
治
十
一
年
に
発

行
さ
れ
た
日
本
で
最
初
に
肖
像
が
使
わ
れ
た
紙
幣
で
あ
る
十
円
札
に
は
キ
ヨ
ッ

ソ
ー
ネ
が
描
い
た
神
功
皇
后
像
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
顔
は
当
然
想
像
で
描

い
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
若
い
西
洋
の
女
性
の
顔
を
し
た
神
功
皇
后
で
あ
っ
た
。

明
治
天
皇
の
肖
像
写
真
は
独
立
国
家
と
し
て
象
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
外
国
皇
族

と
写
真
を
交
換
す
る
さ
い
に
儀
礼
上
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治
天

皇
は
宮
内
大
臣
伊
藤
博
文
の
新
し
く
写
真
撮
影
す
る
こ
と
の
勧
め
に
応
じ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
案
出
さ
れ
た
の
が
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
に
物
影
か
ら
天
皇
の
顔
や
姿
を
ス

ケ
ッ
チ
さ
せ
側
近
の
者
の
意
見
を
聞
い
て
肖
像
画
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
を
写
真
師

に
撮
影
さ
せ
て
「
御
写
真
」
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
一
年
に
で
き
た

そ
の
「
御
写
真
」
は
前
述
し
た
よ
う
な
西
洋
人
を
お
も
わ
せ
る
龍
顔
で
あ
っ
た
。

「
御
写
真
」
い
わ
ゆ
る
「
御
真
影
」
は
政
治
的
な
意
図
で
も
っ
て
教
育
勅
語
と
と

も
に
取
扱
儀
礼
を
伴
っ
て
全
国
に
流
布
し
、
多
く
の
国
民
は
こ
の
顔
以
外
の
天
皇

の
顔
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
（
註
6
）。

慶
応
三
年
に
生
れ
明
治
時
代
と
と
も
に
生
き
て
来
た
朝
雲
も
ま
た
、
当
時
の
多

く
の
国
民
同
様
に
天
皇
を
頂
点
に
し
た
国
家
体
制
の
な
か
で
日
常
を
営
ん
で
き
て

お
り
、
明
治
天
皇
と
い
え
ば
「
御
真
影
」
の
天
皇
像
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
写
実

的
な
作
品
を
心
掛
け
る
朝
雲
に
と
っ
て
、
参
考
に
す
る
明
治
天
皇
の
龍
顔
は
「
御

真
影
」
し
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
形
態
は
一
〇
年
ほ
ど
前
に
制
作
し

た
福
岡
市
東
公
園
に
あ
る
元
寇
紀
念
碑
亀
山
上
皇
像
（
明
治
三
十
七
年
・
一
九
〇

四
）
と
同
様
に
御
装
束
姿
と
す
る
の
が
、
御
装
束
を
よ
く
研
究
し
て
い
た
の
で
制

作
し
や
す
か
っ
た
と
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
亀
山
上
皇
像
の
木
造
原
型
（
福
岡

市
東
区
筥
崎
宮
蔵
）
を
制
作
す
る
と
き
は
京
都
南
禅
寺
天
寿
庵
に
安
置
さ
れ
て
い

る
法
体
の
亀
山
上
皇
木
像
を
基
本
に
し
て
、
服
装
は
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
が
所
蔵
し

て
い
る
御
衣
を
、
そ
し
て
剣
や
笏
、
沓
は
熊
野
新
宮
の
宝
什
に
基
づ
き
、
さ
ら
に

有
職
故
実
家
の
関
貞
之
助
よ
り
装
束
の
時
代
考
証
な
ど
の
助
言
を
求
め
、
関
自
身

に
衣
冠
束
帯
を
着
せ
て
モ
デ
ル
と
し
た
と
い
う
（
註
7
）。
大
正
十
一
年
に
は
「
有

栖
川
宮
威
仁
親
王
殿
下
御
束
帯
立
像
」「
同
妃
殿
下
御
装
束
立
像
」
と
い
う
宮
様

の
装
束
姿
の
木
彫
立
像
を
制
作
す
る
な
ど
御
装
束
姿
像
に
慣
れ
親
し
ん
で
来
て
お

り
、
像
高
四
五
・
六
㎝
の
像
に
多
く
の
勲
章
の
胸
飾
り
や
肩
章
な
ど
複
雑
な
装
飾

を
つ
け
た
軍
服
姿
よ
り
、
日
本
古
来
の
装
束
の
ほ
う
が
制
作
し
や
す
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
の
第
五
回
帝
展
に
出
品
し
た
木
彫
「
頭
山
翁
」
を

制
作
す
る
と
き
、
玄
洋
社
社
長
頭
山
満
の
正
面
、
側
面
、
背
面
、
さ
ら
に
顔
面
ア
ッ

プ
の
正
面
、
側
面
、
背
面
な
ど
の
多
く
の
写
真
が
撮
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
朝

雲
は
現
存
人
物
の
肖
像
彫
刻
を
制
作
す
る
と
き
は
様
々
な
角
度
か
ら
撮
っ
た
写
真

を
多
用
し
て
写
実
性
を
高
め
て
い
る
の
だ
が
、「
明
治
天
皇
御
尊
像
」
は
「
御
写

真
」
と
亀
山
上
皇
像
の
制
作
経
験
か
ら
だ
け
で
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
多
く

の
国
民
が
畏
敬
の
念
を
以
て
頭
に
描
く
「
御
真
影
」
の
明
治
天
皇
像
を
、
油
土
を
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使
用
し
た
西
洋
的
写
実
彫
刻
の
技
法
を
取
得
し
た
朝
雲
が
制
作
し
た
傑
出
し
た
作

品
で
あ
る
。
た
だ
し
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
長
崎
出
身
の
写
真
師
内
田
九

一
（
く
い
ち
）
が
撮
影
し
た
、
立
纓
の
冠
を
被
り
両
手
で
膝
の
上
の
笏
を
持
っ
て

椅
子
に
腰
か
け
て
い
る
明
治
天
皇
御
装
束
姿
の
「
御
写
真
」
を
朝
雲
が
見
た
か
ど

う
か
は
不
明
で
あ
る
。

山
崎
朝
雲

山
崎
朝
雲
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
月
十
七
日
生
ま
れ
で
あ
る
。
そ
の
前

月
の
一
月
に
明
治
天
皇
が
即
位
し
て
翌
年
九
月
八
日
に
明
治
と
改
元
さ
れ
て
い
る

の
で
、
し
た
が
っ
て
明
治
の
年
数
が
そ
の
ま
ま
朝
雲
の
満
年
齢
と
な
る
。
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
は
博
多
祇
園
山
笠
で
有
名
な
櫛
田
神
社
正
面
の
前
の
道
を
へ
だ
て
た
東

側
に
あ
る
櫛
田
前
町
三
十
六
番
地
の
二（
現
・
福
岡
市
博
多
区
冷
泉
町
八
組
）で
、

博
多
人
形
師
、
家
具
職
人
、
細
工
物
師
な
ど
が
多
く
住
む
職
人
の
町
に
父
利
右
衛

門
重
徳（
別
名
五
三
郎
）と
母
ト
ヨ
の
間
に
八
人
兄
弟
の
六
男
と
し
て
誕
生
し
た
。

幼
名
は
春
吉（
は
る
き
ち
）と
い
う
。
利
右
衛
門
重
徳
は
文
政
六
年（
一
八
二
三
）

生
ま
れ
で
、
山
崎
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ヨ
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

生
ま
れ
で
あ
る
（
註
8
）。

地
元
の
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
十
七
歳
の
頃
ま
で
博
多
の
仏
師
高
田
又
四
郎
良

慶
に
師
事
し
彫
技
を
学
ん
で
い
る
。
又
四
郎
は
江
戸
期
に
博
多
で
活
躍
し
た
仏
師

佐
田
文
蔵
慶
尚
そ
し
て
京
都
の
仏
師
吉
村
愛
之
助
宗
運
に
師
事
し
、
数
多
く
の
仏

像
な
ど
を
造
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
明
治
四
十
三
年
の
九
州
沖
縄
八
県
聯
合
共
進

会
に
も
出
陳
さ
れ
た
銅
像
「
博
多
大
仏
」（
総
高
約
一
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
称
名

寺
蔵
、戦
時
金
属
供
出
で
消
失
）の
原
型
を
精
案
制
作
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
、

明
治
大
正
期
の
福
岡
を
代
表
す
る
仏
師
で
あ
る
。
こ
こ
で
彫
技
や
木
寄
せ
法
さ
ら

に
彩
色
法
な
ど
仏
像
制
作
に
必
要
な
技
法
を
修
め
て
又
四
郎
よ
り
独
立
し
た
。

父
利
右
衛
門
は
す
で
に
他
界
し
て
お
り
母
ト
ヨ
と
と
も
に
、
兜
を
か
ぶ
っ
た
五

月
人
形
や
仏
像
を
制
作
し
な
が
ら
生
計
を
た
て
る
こ
と
に
な
る
。
二
十
一
歳
で
近

所
の
下
赤
間
町
（
現
・
福
岡
市
博
多
区
冷
泉
町
）
に
住
む
一
丸
（
橘
）
エ
イ
と
結

婚
す
る
（
註
9
）。
春
吉
が
習
得
し
た
彫
技
の
優
秀
さ
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八

八
七
）
に
制
作
し
た
「
奥
田
弁
次
郎
像
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
像
高
二
七
・
〇
㎝
の
小
さ
な
坐
像
で
あ
る
が
、
仏
像
な
み
の
木
寄
せ

法
に
胡
粉
下
地
彩
色
と
い
っ
た
本
格
的
な
作
り
方
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
春
吉

の
名
が
関
西
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
註
10
）。
こ
の
ほ
か
「
母
の

像
」（
明
治
二
十
一
年
）
や
「
深
見
孫
三
郎
像
」（
明
治
二
十
三
年
、
福
岡
市
美
術

館
蔵
）
も
同
様
に
い
ず
れ
も
小
さ
な
坐
像
な
が
ら
本
格
的
造
り
の
肖
像
彫
刻
で
あ

る
。明

治
二
十
三
年
四
月
に
東
京
の
上
野
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回
内
国
勧
業

博
覧
会
に
、
高
価
な
黒
柿
材
を
使
っ
た
木
彫
「
獅
子
を
擁
く
巌
に
倚
り
て
眠
れ
る

羅
漢
の
覚
め
か
け
た
時
、
其
巌
が
夢
と
も
現
と
も
な
く
獅
子
に
見
ゆ
る
の
図
」
を

出
品
。
彫
刻
作
品
が
置
物
と
し
て
あ
る
い
は
工
芸
品
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
の
頃

に
、
美
術
品
と
し
て
衆
人
の
注
目
を
集
め
た
と
新
聞
は
報
じ
て
い
る
（
註
11
）。

二
年
後
に
制
作
し
た
木
彫
「
龍
虎
相
搏
」
が
、
た
ま
た
ま
来
福
し
て
い
た
農
商
務

省
で
殖
産
興
業
政
策
を
推
進
し
て
い
た
前
田
正
名
の
眼
に
と
ま
り
、
勧
め
ら
れ
て

翌
年
に
上
洛
し
京
都
市
新
門
前
梅
本
の
池
田
商
店
に
就
職
し
た
（
註
12
）。
そ
こ

で
知
己
を
得
た
東
京
美
術
学
校
出
身
で
光
雲
の
教
え
子
の
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
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彫
刻
科
教
諭
大
村
西
崖
か
ら
高
村
光
雲
の
活
躍
の
話
を
よ
く
聞
い
て
い
た
（
註

13
）。明

治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
に
京
都
岡
崎
に
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内

国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
木
彫
「
養
老
孝
子
」
が
、
妙
技
銅
賞
を
受
賞
し
美
術

的
彫
刻
物
と
し
て
美
術
館
に
陳
列
さ
れ
た
。
さ
ら
に
五
月
半
ば
の
天
皇
行
幸
の
際

に
は
天
覧
と
と
も
に
宮
内
省
に
二
〇
〇
円
で
御
買
上
に
な
る
と
い
う
栄
誉
に
浴
し

た
。
博
覧
会
も
閉
会
に
近
づ
い
た
頃
に
大
村
西
崖
が
、
上
洛
し
て
い
た
光
雲
に
春

吉
を
弟
子
に
採
用
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
し
か
し
多
く
の
弟
子
を
か
か
え
て
い
た

光
雲
は
審
査
員
と
し
て
「
養
老
孝
子
」
の
出
来
を
見
て
い
た
か
ら
、
道
具
の
鈍
さ

に
よ
る
素
人
離
れ
し
な
い
作
風
で
は
あ
る
が
も
は
や
弟
子
入
り
を
す
る
必
要
も
な

い
か
と
思
っ
て
や
さ
し
く
断
り
、
後
日
再
度
、
西
崖
が
春
吉
を
つ
れ
て
き
て
懇
請

し
て
も
同
様
の
答
え
を
し
た
（
註
14
）。

十
月
に
帰
福
し
て
東
公
園
の
某
家
に
て
持
病
の
脚
気
の
療
養
の
か
た
わ
ら
、
秋

季
美
術
展
覧
会
へ
の
出
品
作
品
を
彫
刻
し
て
い
た
春
吉
は
、
京
都
で
光
雲
が
言
っ

た
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
ま
す
か
ら
軽
い
気
持
ち
で
上
京
の
節
は
訪
ね
て

来
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
言
葉
を
頼
り
に
、
外
国
へ
の
輸
出
を
想
定
し
た
華
美

な
美
術
品
を
制
作
販
売
す
る
池
田
商
店
に
見
切
り
を
つ
け
、
更
な
る
高
所
を
目
指

し
東
京
で
修
行
す
る
決
心
を
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
福
岡
出
身
の
農
商
務
省
次

官
金
子
堅
太
郎
か
ら
、
東
京
赤
坂
福
吉
町
の
旧
福
岡
藩
主
黒
田
家
本
邸
の
改
築
に

あ
た
っ
て
装
飾
的
な
彫
刻
物
を
制
作
す
る
よ
う
に
と
声
を
か
け
ら
れ
、
さ
ら
に
春

吉
を
応
援
し
て
い
た
博
多
の
酒
造
家
加
野
熊
次
郎
や
加
野
宗
三
郎
等
の
後
押
し
も

あ
っ
て
上
京
す
る
こ
と
に
し
た
（
註
15
）。

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
一
月
八
日
に
上
京
、
四
十
四
歳
の
高
村
光
雲
の

門
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
美
術
学
校
に
行
っ
て
西
郷
隆
盛
銅
像
の
原
型
を

製
作
中
の
光
雲
に
面
会
し
た
と
き
、
ち
ょ
う
ど
同
校
教
授
竹
内
久
一
は
福
岡
市
東

公
園
に
建
て
る
日
蓮
上
人
銅
像
の
原
型
を
制
作
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い

う
（
註
16
）。
代
々
仏
師
で
あ
っ
た
高
村
家
の
養
子
に
入
っ
た
光
雲
は
、
廃
仏
毀

釈
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
受
け
た
仏
師
が
新
時
代
に
木
彫
界
で
生
き
残
る
た
め
に
、

伝
統
的
な
技
法
で
儀
軌
に
則
っ
て
造
形
す
る
従
来
の
木
彫
の
「
仏
臭
」
を
無
く
し

て
、
西
洋
的
技
法
に
よ
る
写
実
的
作
品
を
自
由
に
作
る
こ
と
に
活
路
を
さ
ぐ
っ
て

い
た
（
註
17
）。
朝
雲
は
竹
内
久
一
、
米
原
雲
海
ら
と
と
も
に
写
実
的
な
洋
風
彫

刻
の
技
法
を
大
理
石
彫
刻
家
小
倉
惣
次
郎
に
学
ん
だ
。
付
け
た
り
取
り
除
い
た
り

自
由
自
在
に
成
型
で
き
る
油
土
を
使
用
し
て
写
実
的
な
原
型
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

変
形
さ
せ
な
い
た
め
に
石
膏
に
型
取
り
し
、
そ
の
石
膏
原
型
か
ら
星
取
技
法
に

よ
っ
て
木
材
に
写
し
彫
刻
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
技
法
は
イ
タ
リ
ア
で
は
大
理
石

に
彫
刻
す
る
と
き
に
使
う
技
法
で
、
明
治
九
年
に
工
部
美
術
学
校
の
御
雇
い
外
国

人
教
師
と
し
て
来
日
し
た
イ
タ
リ
ア
の
彫
刻
家
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ラ
グ
ー
ザ

が
伝
授
し
た
技
法
で
、
彼
に
師
事
し
た
小
倉
惣
次
郎
か
ら
学
ん
だ
朝
雲
ら
は
大
理

石
で
な
く
木
材
に
応
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
ひ
と
つ
の
石
膏
原
型
か
ら

複
数
の
同
じ
木
彫
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
同
一
作
品
に
対
す
る

複
数
の
需
要
に
応
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
木
彫
界
の
発
展
に
貢
献
し
た

（
註
18
）。

明
治
三
十
一
年
に
あ
と
う
会
と
い
う
勉
強
会
を
海
野
義
盛
、
新
海
竹
太
郎
、
米

原
雲
海
、
沼
田
一
雅
ら
と
結
成
し
、
翌
年
に
は
三
三
会
と
改
称
し
研
鑽
を
怠
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
に
は
東
京
彫
工
会
の
第
五
部
（
木
彫
）
委
員
、

さ
ら
に
審
査
員
に
依
嘱
さ
れ
、
翌
年
に
は
光
雲
の
推
薦
で
日
本
美
術
協
会
の
会
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員
、
同
会
第
二
部（
彫
刻
、
金
工
）委
員
、
そ
し
て
審
査
員
と
な
り
、
朝
雲
は
着
々

と
わ
が
国
彫
刻
界
の
中
心
の
階
段
を
昇
っ
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
三
十
四
年
、
湯

地
丈
雄
ら
の
元
寇
紀
念
碑
建
設
事
務
所
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
元
寇
紀
念
碑
亀
山
上

皇
銅
像
原
型
の
制
作
の
た
め
、
東
京
駒
込
千
駄
木
林
町
の
ア
ト
リ
エ
に
工
場
を
新

設
し
彫
刻
に
着
手
し
た
（
註
19
）。
明
治
三
十
五
年
に
高
さ
約
五
メ
ー
ト
ル
の
木

造
原
型
を
完
成
さ
せ
、
途
中
京
都
で
お
披
露
目
す
る
な
ど
し
て
佐
賀
市
へ
運
び
、

谷
口
鉄
工
所
で
鋳
造
さ
れ
て
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
に
福
岡
市
東
公

園
に
て
元
寇
紀
念
碑
亀
山
上
皇
銅
像
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
（
註
20
）。

明
治
四
十
年（
一
九
〇
七
）に
は
岡
倉
天
心
を
会
長
に
米
原
雲
海
、
平
櫛
田
中
、

加
藤
景
雲
、
山
本
瑞
雲
ら
と
と
も
に
日
本
彫
刻
会
を
結
成
し
、
事
務
局
を
朝
雲
の

ア
ト
リ
エ
に
設
け
て
木
彫
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に
尽
力
し
た
。
明
治
四
十
一
年
の

文
部
省
第
二
回
美
術
展
覧
会
に
木
彫
「
大
葉
子
（
お
お
ば
こ
）」（
東
京
国
立
近
代

美
術
館
蔵
）
を
出
品
し
、
三
等
賞
を
受
賞
し
て
政
府
に
買
い
上
げ
ら
れ
、
明
治
四

十
四
年
の
文
部
省
第
五
回
美
術
展
覧
会
に
は
木
彫
「
龗
（
た
か
お
が
み
）」（
同
）

を
出
品
し
こ
れ
ま
た
政
府
に
買
い
上
げ
ら
れ
、
朝
雲
の
最
も
充
実
し
た
時
期
の
こ

の
二
点
は
今
日
で
は
朝
雲
の
代
表
作
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
三
代
に
わ
た
っ
て
日
本
美
術
協
会
、
東
京
彫
工
会
、
日

本
彫
刻
会
、
各
種
の
博
覧
会
な
ど
の
展
覧
会
や
文
展
、
帝
展
、
日
展
の
官
展
系
の

重
鎮
と
し
て
活
躍
し
、
さ
ら
に
筑
前
美
術
協
会
や
福
岡
県
美
術
協
会
な
ど
郷
土
の

美
術
発
展
に
も
貢
献
し
、
昭
和
九
年
に
は
帝
室
技
芸
員
、
さ
ら
に
帝
国
美
術
院
会

員（
の
ち
帝
国
芸
術
院
会
員
、
日
本
芸
術
院
会
員
）と
な
り
、
昭
和
二
十
七
年（
一

九
五
二
）
に
は
八
十
五
歳
に
し
て
文
化
功
労
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
九

年
（
一
九
五
四
）
六
月
四
日
に
老
衰
の
た
め
東
京
に
て
逝
去
し
た
。
茶
の
湯
を
好

ん
だ
が
酒
も
た
ば
こ
も
嗜
好
せ
ず
彫
刻
一
筋
の
八
十
七
年
間
で
あ
っ
た
。

あ
と
が
き

明
治
天
皇
が
崩
御
す
る
と
国
民
の
間
か
ら
聖
徳
を
偲
び
遺
徳
を
景
仰
す
る
気
運

が
た
か
ま
り
、
大
正
三
年
に
崩
御
し
た
昭
憲
皇
太
后
を
合
祀
し
た
明
治
神
宮
の
建

設
が
同
四
年
に
着
工
し
同
九
年
十
一
月
に
鎮
座
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
（
註
21
）。

大
正
二
年
に
は
東
京
と
大
阪
に
て
明
治
記
念
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
明
治
天
皇
治

世
中
の
重
大
な
出
来
事
二
十
一
場
面
を
東
京
の
人
形
師
安
本
亀
八
が
等
身
大
の
人

形
で
も
っ
て
パ
ノ
ラ
マ
風
に
制
作
し
た
の
を
は
じ
め
、
宮
内
省
御
物
、
恩
賜
品
、

明
治
天
皇
に
殉
じ
た
故
乃
木
希
典
大
将
の
遺
品
、
明
治
時
代
を
築
い
た
勤
王
志
士

遺
品
な
ど
が
陳
列
さ
れ
た
（
註
22
）。
ま
た
佐
賀
県
出
身
の
洋
画
家
高
木
背
水
は

大
正
二
年
に
明
治
天
皇
の
肖
像
を
描
き
始
め
翌
年
に
完
成
し
て
い
る
（
註
23
）。

日
本
画
で
は
金
子
堅
太
郎
が
奉
賛
会
会
長
を
つ
と
め
た
明
治
神
宮
境
内
の
聖
徳
記

念
絵
画
館
が
大
正
八
年
に
起
工
し
、
明
治
天
皇
一
代
の
事
歴
を
画
に
し
て
そ
の
聖

徳
を
後
世
に
残
そ
う
と
し
た
（
註
24
）。
大
正
十
三
年
に
は
渡
辺
長
男
の
弟
の
彫

刻
家
朝
倉
文
夫
も
衣
冠
束
帯
姿
の
「
明
治
天
皇
御
尊
像
」
を
制
作
し
て
い
る
（
註

25
）。こ

の
よ
う
に
崩
御
後
は
明
治
天
皇
の
治
世
や
遺
徳
を
偲
ぶ
博
覧
会
等
が
開
催
さ

れ
、
銅
像
が
建
設
さ
れ
肖
像
画
が
描
か
れ
た
。
そ
れ
は
明
治
政
府
に
よ
る
天
皇
を

頂
点
に
し
た
近
代
国
家
建
設
が
す
す
め
ら
れ
、
帝
国
憲
法
、
教
育
勅
語
、
そ
し
て

「
御
真
影
」
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
国
民
の
心
の
な
か
に
「
明
治
天
皇
」
が
焼
き
付

け
ら
れ
た
成
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
朝
雲
も
ま
た
大
正
二
年
（
一
九
一
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三
）
六
月
に
「
明
治
天
皇
御
束
帯
銅
像
」
を
制
作
し
て
い
る
。
多
く
の
作
品
が
宮

内
省
や
東
宮
職
な
ど
か
ら
数
回
に
わ
た
り
御
買
上
の
栄
誉
に
浴
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
彫
刻
家
と
し
て
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
（
註
26
）。
そ
の
報
恩
と
、

追
悼
の
た
め
に
「
明
治
天
皇
御
束
帯
銅
像
」
が
制
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
年

の
三
月
一
日
に
本
名
を
「
春
吉
」
か
ら
「
朝
雲
」
に
改
名
し
、
新
時
代
の
大
正
へ

と
踏
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
「
明
治
天
皇
御
尊
像
」
は
そ
の
同
じ
石
膏
原
型
か
ら

鋳
造
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
鋳
金
家
遠
藤
喜
代
志
氏
の
ご
教
示
、
そ
し
て
福

岡
市
美
術
館
学
芸
課
宮
田
太
樹
氏
、
福
岡
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
の
ご
協
力
を

得
ま
し
た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）
福
岡
市
美
術
館
開
館
三
周
年
記
念
展
「
福
岡
が
生
ん
だ
近
代
彫
刻
の
巨
匠
│
山

崎
朝
雲
展
」（
一
九
八
二
年
十
一
月
三
日
〜
二
十
八
日
）
へ
出
品
す
る
た
め
に
、
筑
紫

女
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
（
当
時
）
の
彫
刻
家
故
小
田
部
泰
久
氏
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、

鋳
金
家
遠
藤
喜
代
志
氏
が
枘
が
欠
損
し
て
い
た
元
の
立
纓
に
似
せ
て
新
た
に
立
纓
を

制
作
し
た
と
の
こ
と
（
遠
藤
喜
代
志
氏
よ
り
ご
教
示
、
二
〇
二
一
年
）。

（
2
）
山
崎
朝
雲
は
木
彫
家
で
は
あ
る
が
以
下
の
鋳
造
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。「
少
女

之
図
」（
一
九
〇
〇
年
）、「
野
球
技
之
図
」（
同
年
）、「
搾
乳（
置
物
搾
乳
牛
図
）」（
一

九
〇
三
年
）、「
文
殊
」（
一
九
〇
四
年
）、「
小
児
戯（
太
鼓
と
小
児
置
物
）」（
同
年
）、

「
元
寇
紀
念
碑
亀
山
上
皇
像
」（
福
岡
市
東
公
園
、
同
年
）、「
上
代
風
俗
柄
香
炉
ヲ
捧

グ
官
女
」（
一
九
〇
五
年
）、「
新
装
」（
同
年
）、「
葛
城
山
の
狩
」（
一
九
〇
六
年
）、「
彫

刻
家
と
モ
デ
ル
」（
同
年
）、「
夫
の
か
た
み
」（
一
九
〇
八
年
）、「
弓
術
置
物
」（
同

年
）、「
砂
文
字
（
砂
上
の
文
字
）」（
同
年
）、「
津
軽
藩
祖
為
信
公
甲
冑
型
」（
青
森
県

弘
前
市
弘
前
公
園
、
同
年
）、「
医
学
博
士
大
森
治
豊
」（
福
岡
市
九
州
帝
大
医
学
部
構

内
、
一
九
一
〇
年
）、「
達
磨
」（
同
年
）、「
達
磨
置
物
」（
一
九
一
一
年
）、「
高
木
兼

寛
男
爵
像
」（
東
京
自
邸
、
一
九
一
二
年
）、「
明
治
天
皇
御
束
帯
銅
像
」（
一
九
一
三

年
）、「
亥
」（
一
九
一
八
年
）、「
鎌
倉
時
代
波
木
井
公
像
」（
山
梨
県
身
延
山
久
遠
寺
、

一
九
二
一
年
）、「
清
水
先
生
」（
一
九
二
二
年
）、鋳
銀「
加
茂
競
馬
」（
一
九
二
四
年
）、

「
狛
犬
」（
兵
庫
県
神
戸
市
湊
川
神
社
、
一
九
三
六
年
）、「
狛
犬
」（
一
九
三
八
年
）、

「
釈
迦
誕
生
仏
」（
一
九
四
三
年
）。

（
3
）『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
八
月
十
五
日
三
頁
。
な
お

西
郷
隆
盛
銅
像
は
風
貌
が
少
し
も
似
て
い
な
い
と
か
服
装
が
気
に
入
ら
な
い
と
か

で
、
建
立
さ
れ
て
間
も
な
く
改
鋳
計
画
が
で
て
い
る
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
三

年
（
大
正
二
年
）
九
月
二
十
四
日
四
頁
）。
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
は
「
西
郷
隆
盛
像
」
を
描

く
と
き
、
近
親
者
か
ら
の
証
言
を
も
と
に
顔
の
上
半
分
は
実
弟
の
西
郷
従
道
か
ら
、

下
半
分
は
従
弟
の
大
山
巌
か
ら
と
っ
て
合
成
し
て
描
い
た
と
い
う
（
多
木
浩
二
『
天

皇
の
肖
像
』
岩
波
現
代
文
庫
学
術
七
六

岩
波
書
店

二
〇
〇
二
年
）。

（
4
）
田
中
雪
窓
『
平
野
國
臣
先
生
之
像
』
一
九
〇
四
年
（
福
岡
市
博
物
館
蔵

甲
冑

師
田
中
源
工
資
料
）。

（
5
）
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
七
月
三
十
日
午
前
零
時
四
十
三
分
（
宮
内
省

公
表
）
に
明
治
天
皇
が
六
十
一
歳
で
崩
御
し
た
そ
の
夜
、
元
老
お
よ
び
徳
大
寺
実
則

侍
従
長
、
侍
従
、
宮
内
高
官
各
女
官
等
が
参
席
し
て
い
た
席
上
で
、
元
宮
内
大
臣
で

日
本
美
術
協
会
副
会
頭
田
中
光
顕
が
銅
像
謹
製
の
議
を
申
出
た
。
こ
の
議
は
す
ぐ
さ
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ま
皆
の
同
意
を
得
、
後
日
、
田
中
は
原
型
を
大
分
出
身
の
彫
刻
家
渡
辺
長
男
に
、
鋳

造
を
東
京
美
術
学
校
教
授
岡
崎
雪
聲
に
依
嘱
す
る
こ
と
に
し
た
。
渡
辺
長
男
は
原
型

制
作
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
十
六
歳
の
と
き
の
装
束
姿
と
ニ
十
歳
の
と
き
の
大
元
帥
軍

服
姿
の
「
御
写
真
」
を
基
に
し
、
大
元
帥
の
軍
服
、
佩
剣
、
帽
子
、
勲
章
等
は
実
物

を
拝
見
し
、
龍
顔
は
側
に
仕
え
て
い
た
典
侍
や
権
典
侍
に
聞
き
、
さ
ら
に
昭
憲
皇
太

后
が
所
持
し
て
い
た
「
御
写
真
」
五
枚
を
拝
借
し
て
細
部
を
確
認
し
、
約
一
年
を
費

や
し
て
銅
像
を
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
昭
憲
皇
太
后
の
崩
御（
大
正
三
年
四
月
九
日
）

が
あ
っ
て
銅
像
は
岡
崎
雪
聲
方
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
五
年（
大

正
四
年
）
に
銅
像
写
真
が
田
中
光
顕
に
差
出
さ
れ
、
そ
れ
を
見
た
元
老
山
縣
有
朋
が

よ
く
似
て
い
る
と
絶
賛
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
明
治
神
宮
が
竣
工
し
た
後
に
社
殿
に
奉

安
す
る
裁
可
が
降
り
、
銅
像
は
明
治
神
宮
竣
工
ま
で
吹
上
御
苑
内
の
宝
庫
に
安
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
六
月
十
五
日

四
頁
）。『
偉
人
の
俤
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
明
治
天
皇
御
尊
像
」
の
説
明
に
は
「
御
写

真
宮
内
省
御
貸
下
／
﹇
原
型
作
者
﹈
渡
辺
長
男
謹
作
」
と
あ
る
（
総
監
修
北
澤
憲
昭
、

監
修
田
中
修
二
『
銅
像
写
真
集

偉
人
の
俤

﹇
図
像
篇
﹈』
ゆ
ま
に
書
房

二
〇
〇

九
年
）。

（
6
）
多
木
浩
二
『
天
皇
の
肖
像
』。
古
田
亮
「
描
か
れ
た
明
治
天
皇
」『
日
本
美
術
全

集

第
一
六
巻

幕
末
か
ら
明
治
時
代
前
期

激
動
期
の
美
術
』
小
学
館

二
〇
一

三
年
。
明
治
二
十
三
年
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
竹
内
久
一
作「
神

武
天
皇
像
」
も
、
作
者
に
よ
る
と
顔
は
明
治
天
皇
の
「
御
写
真
」
を
模
し
た
と
言
っ

て
い
る
（
塩
谷
純
「
歴
史
を
学
ぶ
・
楽
し
む
│
幕
末
明
治
期
の
視
覚
表
現
か
ら
」『
日

本
美
術
全
集

第
一
六
巻

幕
末
か
ら
明
治
時
代
前
期

激
動
期
の
美
術
』
小
学
館

二
〇
一
三
年
）。

（
7
）『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
年
）
二
月
六
日
四
頁
。「
亀
山

上
皇
尊
像
の
木
型
」『
美
術
新
報
』
二
巻
九
号

画
報
社

一
九
〇
三
年
。「
亀
山
上

皇
の
御
肖
像
銅
鋳
原
型
」『
京
都
美
術
協
会
雑
誌
』
一
三
五
号

一
九
〇
三
年
。「
三

十
一
、
二
歳
の
若
い
頃
感
激
し
て
謹
製
し
た
」『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
（
昭

和
十
三
年
）
五
月
三
十
日
。

（
8
）
山
崎
家
は
代
々
陶
工
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
祖
先
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇

〇
）
に
福
岡
へ
移
封
さ
れ
た
黒
田
長
政
に
同
行
し
て
来
た
瓦
師
山
崎
権
右
衛
門
で
あ

る
と
い
う
（『
昭
和
美
術
百
家
選

第
二
十
三
編
「
山
崎
朝
雲
」』
三
頁

美
術
日
報

社

一
九
三
九
年
）。

（
9
）
エ
イ
の
兄
は
筑
前
琵
琶
橘
流
の
創
始
者
橘
智
定
（
旭
翁
）
で
、
明
治
三
十
一
年

に
東
京
に
て
明
治
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
御
前
に
て
弾
奏
し
て
い
る
（『
福
岡
日
日
新

聞
』
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
九
月
三
日
五
頁
）。

（
10
）
像
底
陰
刻
銘
「
天
保
八
年
六
月
廿
六
日
出
生
／
奥
田
辨
治
郎
像
／
明
治
廿
一
年

十
二
月
上
旬
作
之
／
福
岡
縣
博
多
住
佛
師
／
刻
人

山
崎
春
吉
」（『
な
に
わ
歴
博
カ

レ
ン
ダ
ー
』
Ｎ
ｏ·

三
五

大
阪
歴
史
博
物
館

二
〇
一
〇
年
）。

（
11
）『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）
十
二
月
七
日
二
頁
。

（
12
）『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
四
月
十
三
日
二
頁
。

（
13
）
山
崎
朝
雲
「
明
治
中
期
の
彫
刻
界
」『
日
本
彫
塑
』
二
号

日
本
彫
塑
発
行
所

一
九
四
一
年
。

（
14
）
高
村
光
雲
『
光
雲
懐
古
談
』
萬
里
閣
書
房

一
九
二
九
年
。

（
15
）『
福
陵
新
報
』
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
十
月
一
日
三
頁
。

（
16
）「
明
治
中
期
の
彫
刻
界
」。「
美
術
談
片
（
下
）
山
崎
朝
雲
氏
談
」『
福
岡
日
日
新

聞
』
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
年
）
七
月
一
日
三
頁
。

八
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（
17
）
高
村
光
雲
『
光
雲
懐
古
談
』。

（
18
）
福
岡
の
近
世
絵
師
斎
藤
秋
圃
が
描
き
仙
厓
が
賛
を
し
た
「
仙
厓
和
尚
図
」（
福
岡

市
美
術
館
蔵
・
博
多
百
年
藏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
も
と
に
、
朝
雲
が
大
正
七
年
に
制

作
し
た「
仙
厓
和
尚
像
」（
幻
住
庵
蔵
）は
、
大
正
十
一
年
の
第
四
回
帝
展
出
品
の「
縄

床
の
仙
厓
」、
昭
和
十
年
に
博
多
米
穀
株
式
取
引
所
仲
買
人
荒
津
長
七
の
依
頼
で
制
作

し
た
「
仙
厓
和
尚
像
」、
同
年
に
仙
厓
百
年
遠
忌
の
た
め
に
九
州
大
学
医
学
部
教
授
中

山
森
彦
か
ら
依
頼
さ
れ
昭
和
十
四
年
の
第
三
回
文
展
出
品
の
「
庵
の
小
春
日
」
お
よ

び
翌
年
の
第
一
回
福
岡
県
美
術
協
会
展
出
品
の
改
題
し
た
「
仙
厓
和
尚
像
」（
九
州
大

学
蔵
）、
そ
し
て
出
光
美
術
館
蔵
「
仙
厓
和
尚
像
」
が
知
ら
れ
る
（『
福
岡
日
日
新
聞
』

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
四
月
十
九
日
七
頁
、
荒
津
長
七
よ
り
朝
雲
宛
書
簡
『
福

岡
市
美
術
館
叢
書
Ⅰ

山
崎
朝
雲
資
料
集
』
福
岡
市
美
術
館
協
会

一
九
八
七
年
、

中
山
森
彦
よ
り
朝
雲
宛
書
簡
『
同
』、
宮
田
太
樹
「
第
三
〇
五
回
水
曜
講
演
会

福
岡

の
二
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」『
出
光
美
術
館

館
報
』
第
一
八
〇
号

二
〇
一
七
年
）。

（
19
）『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
三
月
十
二
日
四
頁
。

（
20
）『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
十
二
月
二
十
七
日
四
頁
。

（
21
）
三
橋
健
「
明
治
神
宮
」『
国
史
大
辞
典
』
第
十
三
巻

吉
川
弘
文
館

一
九
九
二

年
。

（
22
）
こ
の
博
覧
会
は
福
岡
市
に
お
い
て
も
大
礼
祝
典
記
念
博
覧
会
と
い
う
名
称
で
、

大
正
三
年
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
日
ま
で
元
共
進
会
跡
付
近
渡
辺
通
り
法
印
田（
現

在
の
中
央
区
天
神
一
丁
目
付
近
）
の
空
地
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
模
型
人
形
館
に
は
東

京
の
人
形
師
大
柴
徳
太
郎
に
よ
っ
て
明
治
天
皇
一
代
の
遺
蹟
を
表
す
場
面
が
つ
く
ら

れ
て
い
た
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
一
月
二
十
一
日
九
頁
、

二
月
二
十
七
日
九
頁
、
三
月
二
十
六
日
九
頁
）。

（
23
）「
高
木
背
水
」『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
十
九
・
二
十
・
二
十
一
年
版

八
五
〜

八
六
頁

東
京
文
化
財
研
究
所
。

（
24
）
壁
画
作
成
の
依
嘱
画
家
の
こ
と
で
横
山
大
観
、
川
合
玉
堂
、
小
堀
鞆
音
、
下
村

観
山
と
い
っ
た
帝
展
院
展
の
巨
頭
の
手
を
煩
わ
せ
た
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
三

年
（
大
正
十
二
年
）
ニ
月
二
十
二
日
七
頁
）。

（
25
）新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
る
に
、
像
は
立
纓
の
冠
を
被
り
右
手
に
笏
を
持
っ

た
装
束
姿
の
立
像
で
朝
雲
作
「
明
治
天
皇
御
尊
像
」
に
似
て
い
る
。
不
鮮
明
な
写
真

で
は
あ
る
が
顔
貌
は
細
面
で
鬚
の
あ
る
西
洋
人
風
で
、
こ
れ
ま
た
「
御
真
影
」
を
も

と
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（『
福
岡
日
日
新
聞
』
一
九
二
四
年
（
大
正
十
三
年
）

三
月
十
日
三
頁
）。

（
26
）
宮
内
省
御
買
上
作
品
は
「
養
老
孝
子
」（
明
治
二
十
八
年
買
上
）、「
元
禄
風
俗
遊

花
之
図
」（
明
治
三
十
年
買
上
）、
鋳
銅
「
母
子
置
物
」（
明
治
三
十
五
年
買
上
）、「
海

岸
の
小
児
」（
明
治
三
十
六
年
買
上
）、「
伊
企
儺
」（
明
治
三
十
八
年
買
上
）、「
上
代

風
俗
柄
香
炉
ヲ
捧
グ
官
女
」（
同
）、「
竹
馬
遊
」（
明
治
三
十
九
年
買
上
）、
鋳
銅
「
彫

刻
家
と
モ
デ
ル
」（
同
）、「
桂
の
影
」（
明
治
四
十
年
買
上
）、
鋳
銅「
弓
術
置
物
」（
明

治
四
十
一
年
買
上
）、
鋳
銅「
砂
文
字
」（
同
）、「
狗
児
」（
明
治
四
十
三
年
買
上
）、「
張

果
」（
明
治
四
十
四
年
買
上
）、「
林
和
靖
」（
同
）。
東
宮
職
御
買
上
作
品
は
「
鉄
拐
仙

人
」（
明
治
三
十
年
買
上
）、「
拾
得
子
」（
明
治
四
十
二
年
買
上
）。
皇
宮
職
御
買
上
作

品
は
「
掃
除
」（
明
治
三
十
一
年
買
上
）
で
あ
る
。
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明治天皇御尊像 1921年 山崎朝雲作
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同（左側面）

同（背面）

明治天皇御尊像（斜正面）

同（右側面）
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同（像底）

蓋裏墨書

同（頭部斜正面）

桐製箱
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（
た
な
べ

た
か
お：

人
間
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員
）

明治天皇御尊像 1914年 渡辺長男作
（『銅像写真集 偉人の俤』より）

山崎朝雲 1937年頃（『山崎朝雲資料集』より）

明治天皇御尊像石膏原型（福岡市美術館蔵）
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